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今月の主な記事
住 民 の 動 き

平成２１年４月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満 ５，４０６人（＋１８）

６５歳以上 ５，２４２人（＋１３）

平均年齢 ４０．５７歳

人 口 ３３，１５６人（＋８４）

男 １５，９５９人（＋３７）

女 １７，１９７人（＋４７）

世帯数 １２，０３９戸（＋４０）
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一
斉
清
掃
の
土
砂

・
草
木
類
は
、
奥
野

土
砂
仮
置
場
（
地
図

参
照
）
で
受
け
入
れ

し
ま
す
。
付
近
の
方

に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
５
月
１７
日

（
日
）
午
前
８
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
時

間
内
に
持
ち
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
幅
が
狭
い
の
で
、
２
ト
ン
を

超
え
る
車
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
進
入
は
係
員

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
く
だ

さ
い
。
奥
野
土
砂
仮
置
場
ま

で
の
道
路
等
を
、
汚
さ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
一

般
収
集
日
に
出
せ
る
空
き
ビ

ン
・
空
き
缶
・
燃
や
せ
な
い

ご
み
等
は
、
指
定
日
・
指
定

場
所
に
決
め
ら
れ
た
時
間
内

に
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課

（
�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
�
６
９
２
・
７
４
１
１
）

５５月月１１７７日日（（日日））はは町町内内一一斉斉清清掃掃のの日日でですす。。
＊雨天の場合（小雨決行）５月２４日へ延期します。

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、
各
地
区

の
清
掃
美
化
を
実
施
し
て
、
美
し
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

＊
一
斉
清
掃
の
日
は
、
粗
大
ご
み
を
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
排
水
路
の
土
砂
処
理
（
運
搬
）
は
各
自
治
会
で
お
願
い
し

ま
す
。

今
年
で
３７
回
目
と
な
る
環
境
美
化
運
動
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
美
し
く
住
み
よ
い
町

に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
美
化
運
動
期
間
内
に
、
各
家
庭
に
お

い
て
は
、
家
庭
の
内
外
の
清
掃
、
工
場
・
事

業
所
に
お
い
て
も
工
場
・
事
業
所
内
外
や
周

辺
の
清
掃
の
実
施
に
つ
い
て
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

５５
月月
１１１１
日日
かか
らら
６６
月月
８８
日日
はは

藍藍
住住
町町
環環
境境
美美
化化
運運
動動
月月
間間
でで
すす

森
林
や
樹
木
の
緑
は
、
人
の
心
に
や
す
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
生
活
用
水
の

確
保
・
空
気
の
浄
化
・
環
境
保
全
等
人
間
の

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
確
保
し
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
「
緑
の
募
金
」（
春
３
月
〜
５
月
）

が
全
国
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
み
ど
り
を
守

り
育
て
て
い
く
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は

森
林
の
整
備
、
学
校
や
公
園
の
緑
化
、
熱
帯

林
の
再
生
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
緑
の
募
金
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

役
場
【
１
階
総
合
案
内
・
住
民
課
・
建
設
産

業
課
】

図
書
館

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
藍

翠
苑

Ｊ
Ａ
板
野
郡
【
藍
園
支
所
・
住
吉
支

所
】

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
社
協
事
務
局
）

藍
住
町
商
工
会

募
金
期
間

５
月
３１
日
ま
で

問
と
く
し
ま
森
と
み
ど
り
の
会
藍
住
支
部

（
建
設
産
業
課
内
）

（
�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

緑緑
のの
募募
金金

ごご
協協
力力
おお
願願
いい
しし
まま
すす
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情情報報公公開開条条例例のの運運用用状状況況 個個人人情情報報保保護護条条例例のの運運用用状状況況
藍住町個人情報保護条例（藍住町条例第２００号）第３３条の規定によ
り、平成２０年度における同条例の運用状況を次のとおり公表します。

藍住町情報公開条例（藍住町条例第１８３号）第２１条の規定により、
平成２０年度における同条例の運用状況を次のとおり公表します。

１ 開示請求の処理状況１ 情報公開の状況

注１ 「請求拒否」とは、開示の請求に係る個人情報を保有していない等の
ため、開示の請求書を拒否したものです。

注２ 「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられ
たものです。

注 「不受理」とは、当該公文書が不存在であるため、請求書を受理しなか
った場合をいう。

２ 開示請求の請求者別内訳２ 公文書公開の請求者別内訳

注 同時に複数の者から申請のあったものについては「１人」として取り扱
った。

注 同時に複数の者から申請のあったものについては「１人」として取り扱った。

３ 開示請求者の実施機関別内訳
３ 公文書公開の実施機関別内訳

４ 個人情報の訂正請求の状況
なし

５ 個人情報の利用中止請求の状況
なし

６ 不服申し立ての状況
なし

４ 不服申し立ての状況
なし

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
と
は
年
金
記
録
を

定
期
的
に
ご
確
認
い
た
だ
け
る
よ
う
、
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の
現
役
加
入
者
の
方

に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。
平
成
２１
年
４
月

か
ら
、
２
色
の
封
筒
に
よ
り
誕
生
月
に
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒：

年
金
記
録
に
「
も

れ
」
や
「
誤
り
」
の
あ
る
可
能
性
の
高
い
方

水
色
の
封
筒：

そ
れ
以
外
の
方

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
確
認
で
き
る
こ

と
は

◆
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
（
共
済
組
合

の
期
間
は
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

◆
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
（
年
金

受
給
（
支
給
停
止
の
方
も
含
む
）
の
方
は
記

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

◆
年
金
加
入
履
歴
（
共
済
組
合
の
期
間
は
記

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

◆
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

◆
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
等
の
月

別
状
況
ご
自
分
の
年
金
記
録
等
に
つ
い
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

確
認
し
た
後
の
手
続
き
は
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
に
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」（
青
色

・
白
色
）
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

●
青
色
の
方

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ

る
場
合
も
、
な
い
場
合
も
必
ず
ご
回
答
く
だ

さ
い
。

※
青
色
の
回
答
票
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

に
ご
回
答
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
や
、
標
準

報
酬
月
額
に
誤
り
の
あ
る
可
能
性
が
あ
る
方

な
ど
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
白
色
の
方

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ

る
場
合
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
点
が
あ
れ
ば

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
！

０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
０
３
・

６
７
０
０
・
１
１
４
４

受
付
時
間

月
曜
〜
金
曜：

午
前
９
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で

第
２
土
曜
日：

午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
に
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

※
月
曜
日
な
ど
休
日
明
け
や
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
が
届
い
た
直
後
な
ど
は
、
電
話
が
混

み
合
い
繋
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
番
号
を
よ
く
お
確
か
め
の
上
、
お
か
け
く

だ
さ
い
。

「「
ねね
んん
きき
んん
定定
期期
便便
」」
をを

受受
けけ
取取
らら
れれ
たた
皆皆
ささ
まま
へへ

公文書の公開

処理の状況

不受理

－

非公開

－

部分公開

１件

公 開

９件

請 求

１０件

区 分

件数又は人数

６件
１件
１件
１件
９件
－
－
１件
１０件

建設産業課
総 務 課
下 水 道 課
企画調整課

計
教育委員会部局
議 会 事 務 局
農 業 委 員 会
合 計

町長部局

人数

８人

２人

区 分

町内に住所を有する者

実施機関の事務事業に
利害関係を有するもの

個人情報の開示
処理の状況

取り下げ
－

請求拒否
－

非 開 示
－

部分開示
－

開 示
３件

請 求

３件

区 分

件数又は人数

人数
３人
－
－
３人

区 分
本 人
法定代理人
法定代理人以外の代理人

合 計

代理人

３件
３件
－
－
－
３件

住民課
計

教育委員会
議会事務局
農業委員会
合 計

町長部局
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皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か
。

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
て
お
り
、
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
や
徳
島
地
方
法
務
局
で
も
、
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知

と
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い
ま

す
。人

権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上

で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
に
は
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
を
実
施
す
る
ほ
か
、
徳
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
と
徳
島
地
方
法
務
局
で

は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
・
四
国
一
斉
１２
時

間
電
話
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
で
す
。

（
五
十
音
順
）

阿

部

智

恵

（
徳

命
）

喜

田

の
り
子

（
富

吉
）

木

内

昌

美

（
東
中
富
）

小

西

茂

之

（
奥

野
）

中

野

稔

（
笠

木
）

廣

瀬

浩

美

（
勝

瑞
）

松

本

法

雄

（
乙

瀬
）

○
人
権
相
談

場

所

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室

日

時

６
月
１
日
（
月
）

午
前
の
部

午
前
時
〜
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
〜
３
時

○
電
話
相
談

日

時

６
月
１
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

電
話
番
号

０
１
２
０
・
４
５
９
・
７
３
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

６６
月月
１１
日日
はは
人人
権権
擁擁
護護
委委
員員
のの
日日
でで
すす

４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
、
惣
田

美
佐
子
氏
（
奥
野
）
が
行
政
相
談
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
と
は
、
国
の
仕
事
や
特
殊
法

人
の
仕
事
、
県
・
市
町
村
が
国
の
補
助
金
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
等
に
つ
い
て
住
民

の
方
か
ら
の
苦
情
や
意
見
を
お
受
け
し
、
そ

の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

行行
政政
相相
談談
員員
にに
惣惣
田田
氏氏

こ
の
ほ
ど
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
バ
ラ
ま
つ
り
を
前
に

「
来
園
者
に
気
持
ち
よ
く
観
賞
し

て
も
ら
お
う
」
と
、
会
員
、
職
員

ら
７５
人
が
、
バ
ラ
園
の
除
草
な
ど

清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し

ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
っ
た
バ
ラ
園
で
は

色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
皆
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。

春
の
バ
ラ
ま
つ
り
は
、
５
月
２４

日
（
日
）
ま
で
開
催
中
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

春春
のの
ババ
ララ
まま
つつ
りり
開開
催催
中中

シルバー人材センターによる清掃ボランティア
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現
況
届
は
、
受
給
資
格
を
審
査
す
る
大
切

な
届
け
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

ほ
か
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
が
経
過
す
る
と

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

受
給
者
の
方
は
、
必
ず
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
日
時

６
月
４
日
（
木
）
〜
１０
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
、日
は
除
く
）

○
提
出
先

役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

○
持
参
す
る
も
の

●
印
鑑

●
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
、
受
給
者
の

健
康
保
険
証
の
写
し
（
国
民
年
金
の
方
は

不
要
）

※
建
設
国
民
健
康
保
険
の
方
で
、
厚
生
年
金

に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
年
金
加
入
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

●
１
月
２
日
以
降
に
町
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
前
住
所
地
（
１
月
１
日
に
住
所
が
あ

っ
た
市
町
村
）
発
行
の
平
成
２１
年
度
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書

・
児
童
の
住
所
が
町
外
の
場
合
は
児
童
の

住
民
票
謄
本

※
世
帯
の
状
況
等
に
よ
り
別
途
書
類
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
児
童
手
当
制
度
と
は

児
童
手
当
は
、
１２
歳
到
達
後
最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了

前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

３
歳
未
満
の
児
童

一

律

１
０
、
０
０
０
円

３
歳
以
上
の
児
童

第
１
子

５
、
０
０
０
円

第
２
子

５
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降

１
０
、
０
０
０
円

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方
に
は
、
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

児児
童童
手手
当当
のの
受受
給給
者者
のの
方方
へへ
〜〜
現現
況況
届届
はは
おお
早早
めめ
にに
〜〜

６
月
４
日
か
ら
現
況
届
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳
幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
児児児児児児児児児児児児児児児児児児
医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療
費費費費費費費費費費費費費費費費費費

受受受受受受受受受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給給給給給給給給給
者者者者者者者者者者者者者者者者者者
証証証証証証証証証証証証証証証証証証
のののののののののののののののののの
更更更更更更更更更更更更更更更更更更
新新新新新新新新新新新新新新新新新新

町
で
は
、
０
歳
〜
７
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

医
療
費
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
年
に
一

度
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
お

使
い
に
な
っ

て
い
る
受
給

者
証
の
有
効

期
限
は
、
６

月
３０
日
ま
で

と
な
っ
て
い

ま
す
。
忘
れ

ず
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時

６
月
４
日
（
木
）
〜
１０
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
、日
は
除
く
）

○
手
続
き
場
所

役
場
１
階

町
民
ホ
ー
ル

○
持
参
す
る
も
の

●
印
鑑

●
保
険
証

（
お
子
様
の
名
前
の
は
い
っ
た
も
の
）

●
平
成
２１
年
１
月
２
日
以
降
に
藍
住
町
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
（
平
成
２１
年

１
月
１
日
に
住
所
が
あ
っ
た
市
町
村
）
発
行

の
平
成
２１
年
度
所
得
課
税
証
明
書

問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

ごご
存存
じじ
でで
すす
かか
？？

住住
宅宅
用用
火火
災災
報報
知知
器器

設設
置置
のの
義義
務務
化化

平
成
１６
年
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅

へ
の
火
災
報
知
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
既
に
平
成

１８
年
６
月
１
日
か
ら
同
法
の
適
用
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は

平
成
２３
年
５
月
３１
日
ま
で
に
住
宅
の
所
有
者

等
が
設
置
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

火
災
か
ら
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
早

期
発
見
が
重
要
で
す
。
火
災
報
知
器
の
設
置

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

板
野
東
部
消
防
組
合
予
防
課

（
�
６
９
８
・
９
９
０
２
）

５ №７７９■ 広報あいずみ



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

業
務
内
容

介
護
予
防
支
援
及
び
高
齢
者
介
護
や
生
活

相
談
に
関
す
る
こ
と

雇
用
期
間

平
成
２１
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
２２
年
３
月

３１
日
ま
で

雇
用
人
員

１
人

応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
①
保
健
師

②
介
護
支
援
専
門
員

③
社

会
福
祉
士

④
地
域
ケ
ア
、
地
域
保
健
等
に

関
す
る
経
験
の
あ
る
看
護
師
（
准
看
護
師
は

含
ま
な
い
）

⑤
高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
業
務

等
に
３
年
以
上
従
事
し
た
社
会
福
祉
主
事

※
藍
住
町
の
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

に
滞
納
が
あ
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

５
月
１８
日
（
月
）
〜
５
月
２９
日
（
金
）

（
た
だ
し
、
土
・
日
を
除
く
）

そ
の
他

応
募
に
関
し
て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
�
６
３
７
・
３
１
７
５
）

地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
臨臨
時時
職職
員員
募募
集集

４
月
上
旬
に
町
か
ら
各
世
帯
へ
定
額
給
付

金
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
も
し
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た
ら

企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
１０
月

６
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、申
請
に
は
申
請
書
の
ほ
か
に
、本
人

を
確
認
す
る
書
類
の
写
し
、
給
付
金
の
振
込

先
と
な
る
預
金
通
帳
等
の
写
し
が
必
要
で
す
。

生
活
応
援
事
業
協
賛
店
に
つ
い
て

本
町
で
は
定
額
給
付
金
事
業
の
効
果
を
よ

り
一
層
高
め
る
た
め
、
６
月
３０
日
ま
で
生
活

応
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

５
％
割
引
券
が
使
用
で
き
る
協
賛
店
一
覧

は
、
広
報
あ
い
ず
み
４
月
号
、
エ
ー
ア
イ
テ

レ
ビ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
割
引
券
の

使
用
条
件
な
ど
の
詳
細
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

定定
額額
給給
付付
金金
のの
申申
請請
はは
おお
済済
みみ
でで
すす
かか

公公
共共
下下
水水
道道
事事
業業
のの
変変
更更
認認
可可

図図
書書
のの
写写
しし
縦縦
覧覧
のの
おお
知知
らら
せせ

徳
島
県
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
変

更
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画

法
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
送
付
を
受

け
た
図
書
の
写
し
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

１

都
市
計
画
事
業
の
種
類

藍
住
町
都
市
計
画
下
水
事
業

２

事
業
施
行
期
間

平
成
１４
年
３
月
５
日
か
ら

平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で

３

縦
覧
場
所

下
水
道
課
（
合
同
庁
舎
２
階
）

問
下
水
道
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
３
）

水
道
料
金
の
納
付
書
が
、
下
水
道

の
供
用
に
伴
い
平
成
２１
年
５
月
分

（
平
成
２１
年
６
月
３０
日
納
期
分
）
か

ら
納
付
書
の
様
式
が
一
部
変
更
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
使
用
量
・
下
水
道
料
金
の

項
目
が
追
加
に
な
り
、
下
水
道
に
加

入
さ
れ
た
方
の
み
下
水
道
料
金
と
水

道
料
金
を
併
せ
て
納
付
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
変
わ

り
な
く
水
道
料
金
の
み
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
量
及
び
料
金
欄
に
※

※
※
※
※
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

水
道
料
金
納
付
書
の
一
部
様
式
変
更
に
つ
い
て

の
青
枠
が
変
更
さ
れ
た
部
分
で
す

問
水
道
課
（
�
６
３
７
・
３
１
３
１
）

水
道
課
か
ら
お
知
ら
せ
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※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������
����������������������������������

ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ
（（
自自
動動
体体
外外
式式

除除
細細
動動
器器
））
をを
配配
備備

こ
の
た
び
、
徳
島
県
歯
科
医
師
会
板
野
郡

支
部
で
は
、
地
域
の
方
々
に
幅
広
く
ご
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
会
員
す
べ
て
の
歯
科

医
院
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
配
備
し
ま
し
た
。

万
一
の
緊
急
時
に
備
え
て
、
お
近
く
の
歯

科
医
院
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
を
確
認
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
歯
科
医
師
会

板
野
郡
支
部
会

問
医
療
法
人

橘
歯
科

（
�
６
４
１
・
３
０
７
５
）

「「
労労
働働
保保
険険
のの
年年
度度
更更

新新
のの
おお
知知
らら
せせ
」」

平
成
２１
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
に

つ
い
て
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
１０
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、
平
成

２１
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手

続
を
「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険
料
申
告

書
」
に
よ
り
７
月
１０
日
（
金
）
ま
で
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
徳
島
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室

（
�
６
５
２
・
９
１
４
３
）

電電
波波
利利
用用
環環
境境
保保
護護

周周
知知
啓啓
発発
強強
化化
期期
間間

６
月
１
日
〜
１０
日

電
波
の
正
し
い
利
用
が
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。

電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

問
総
務
省
四
国
総
合
通
信
局

（
�
０
８
９
・
９
３
６
・
５
０
５
１
）

おお詫詫びびとと訂訂正正
４月号で掲載した平成２１年度浄化槽設置整

備事業補助制度のご案内の中で、５人槽設置

補助金額について「２３７，０００円」と記載してい

ましたが、正しくは「２３１，０００円」です。お詫

びして訂正します。

問 下水道課（�６３７・３１２３）

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
指
針
と
な
る
「
藍
住
町
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
プ
ラ
ン
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を

発
揮
し
な
が
ら
、
と
も
に
責
任
を
分
か
ち
あ

え
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
、

様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
方
向
性
と

各
種
施
策
を
定
め
た
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
に
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
計
画
の
目
標

「
男
女
が
共
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
の
実
現
」
づ
く
り

◇
基
本
理
念

１

人
権
尊
重
と
意
識
改
革

２

男
女
平
等
を
侵
害
す
る
暴
力
の
根
絶

３

参
画
の
拡
大
と
推
進

４

男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備

５

男
女
が
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り

◇
計
画
の
期
間

平
成
２１
年
度
か
ら
平
成
２５
年
度
ま
で
の
５

年
間問

企
画
政
策
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

藍藍
住住
男男
女女
共共
同同
参参
画画
ププ
ララ
ンン
をを
作作
成成
しし
まま
しし
たた

６
月
１０
日
ま
で
は
春
の
農
作
業
安
全
運
動

月
間
で
す
。

春
に
ん
じ
ん
の
出
荷
や
田
植
え
の
準
備
で

多
忙
な
農
作
業
が
続
く
毎
日
で
す
が
、
十
分

な
休
息
と
睡
眠
を
取
り
、
過
労
に
よ
る
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
前
、
作
業
後
の
機
械
の
点
検

作
業
を
行
い
、
安
全
か
つ
効
率
的
な
農
作
業

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

春春
のの
農農
作作
業業
安安
全全
運運
動動
月月
間間

７ №７７９■ 広報あいずみ
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まま
ちち
のの
情情
報報
はは

広
報
あ
い
ず
み

毎
月
１５
日
新
聞
折
り
込
み

でA
I
テ
レ
ビ

静
止
画
放
送

町
政
だ
よ
り

毎
月
第
１
木
曜
日
徳
島
新
聞

に
掲
載

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L
http
://w
w
w
.tow
n.

aizum
i.tokushim

a.jp

E-m
ail
aizum

i@
tow
n.aizum

i.tokushim
a.jp

広
報
あ
い
ず
み
は
、
新
聞
折
り
込
み
・
郵

送
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
ご
近
所
で
広
報
が
届
い
て
い
な
い

お
宅
が
あ
り
ま
し
た
ら
企
画
政
策
課
（
�
６

３
７
・
３
１
２
４
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
のののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

５
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
５
月
２５
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。口

座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

（
�
６
３
７
・
３
１
１
８
）

日日
赤赤
社社
費費
にに

ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

５
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に
日
赤
社
費
募

集
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

社
費
は
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
救
護

活
動
や
医
療
、
血
液
事
業
な
ど
の
赤
十
字
活

動
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

婦
人
会
の
支
部
長
さ
ん
や
地
域
の
駐
在
員

さ
ん
、
役
員
さ
ん
を
通
じ
て
募
集
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
直
接
社

費
の
受
付
窓
口
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

【
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
】

（
�
６
９
２
・
９
９
５
１
）

徳
島
県
か
ら
お
知
ら
せ

自自
動動
車車
税税
はは
納納
期期
内内
にに

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日
で
す
。

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

領
収
証
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明

書
は
、
車
検
の
際
に
必
要
で
す
か
ら
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
、
全
国

の
１８
チ
ェ
ー
ン
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

５
月
２１
日
か
ら

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る
事
件
が
起
訴

さ
れ
、
裁
判
の
日
程
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、

地
方
裁
判
所
は
、
昨
年
の
秋
に
作
成
し
た
裁

判
員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、
そ
の
事
件
の

裁
判
員
候
補
者
を
く
じ
で
選
び
ま
す
。
く
じ

で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
に
は
、

裁
判
員
を
選
ぶ
手
続
（
選
任
手
続
）
の
日
に

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
た
め
の
お
知
ら

せ
を
、
選
任
手
続
の
日
の
６
週
間
前
ま
で
に

お
送
り
し
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
に

は
あ
わ
せ
て
、
質
問
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

質
問
票
で
は
辞
退
を
申
し
出
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ
の
良
識
を
裁

判
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
裁
判
員
制
度
の
趣

旨
か
ら
、
法
律
上
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は

義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
ご
負
担
が
著
し
く
大
き
な
も
の
と

な
ら
な
い
よ
う
、
法
律
や
政
令
で
は
辞
退
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
を
定
め
て
い

ま
す
。

質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ
れ
る
日
程
を

前
提
に
、
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る

申
し
出
の
有
無
や
そ
の
事
情
な
ど
を
お
尋
ね

し
ま
す
。
質
問
票
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、

辞
退
事
由
に
当
た
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
裁
判
所
は
事
前
に
辞
退
を
認
め
、
選
任

手
続
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
裁
判
所
ま
で
お
越

し
い
た
だ
か
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
辞
退
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

そ
の
理
由
と
な
る
事
情
を
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

事
前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
員
候
補

者
以
外
の
方
は
選
任
手
続
き
の
日
に
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
の
方
々
の
中
か
ら

最
終
的
に
く
じ
で
６
人
の
裁
判
員
が
選
ば
れ

ま
す
。

裁
判
員
制
度
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
徳
島
地
方
裁
判
所

総
務
部

（
�
０
８
８
・
６
５
２
・
３
１
４
１
）

裁裁
判判
員員
候候
補補
者者
にに
質質
問問
票票
がが
届届
きき
まま
すす
！！

広報あいずみ■ №７７９ ８
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◆資金繰り支援をさらに拡充します！

・緊急保証の枠を２０兆円から、さらに３０兆円にまで拡大します。

・セーフティネット貸付の枠を１０兆円から、１５．４兆円にまで拡大します。

（うち、商工中金の危機対応業務は、０．９兆円から３．３兆円にまで拡大）

・小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）の返済期間、融資限度額を拡充します。

◆ものづくり・販路拡大などを支援します！

・ものづくり中小企業の有する、基盤技術の高度化に対する支援を強化します。

◆雇用維持に取り組む中小・小規模企業を支援します！

・雇用調整助成金の支給の迅速化・簡素化を推進しています。

（お問い合わせは、各県労働局・ハローワークまで）

・中小企業庁が実施する、人材確保・育成のための「実践型研修」は、雇用調整助成金や中小企業緊急雇用

安定助成金の対象となります。

◆経済危機対策における税制改正！

・交際費等の損金不算入制度について、資本金１億円以下の法人の定額控除限度額を、４００万円から６００万円

に引き上げ、交際費課税を軽減します。

問 四国経済産業局中小企業課（�０８７・８１１・８５２９）

中小企業の皆さんへ 中中小小・・小小規規模模企企業業をを全全力力ををああげげてて応応援援ししまますす！！
―２００９年４月１０日 新たな経済対策を決定！―

本町では、名田橋河川敷にパークゴルフ場を建設し、現在芝生の養成中で、この秋にオープンの予定です。

オープンに先立ち、前月号に続いてパークゴルフとはどんなスポーツなのかをお知らせします。

【プレーに関する規則】

●パークゴルフのルールは優しく作ってあります。１本のクラブでホールアウト

するまでの打数を競います。打数の少ない方が勝ちです。

●コースは９ホールを原則とし、パー（ホールの設定打数）３３を標準とします。

●罰打は全て２打罰、但し空振りは打数には数えません。

●競技中にプレーヤーはいかなる打数の練習もしてはいけません。

●プレーヤーは打数が有利になるよう手で触ったり、クラブで動かしたり、コースを工夫してはいけません。

（２打罰）但しボールのそばの石・木片・枯れ葉・紙等は取り除いてもOKです。

●競技の妨げになるボールは、一時的に取り除くことが出来ます。但し、この場合同意を必要とし、ボール

の後方にマークをしてからボールを取り除きます。

●ボールに２度触れた時は罰打となります。空振りは打数に入れませんが、ボールが動いたときは１打とし

ます。

●他人のボールを打った時は、罰打となり２打加算して打ちなおしとなります。

●打球が他人のボールに当たった時は、自分のボールはそのままに、他人のボールは元の位置に戻します。

●ティアップして打てるのは、そのホールの第１打のみで、２打目からはあるがままの状態で打ちます。

６月号に続く

問 教育委員会（�６３７・３１２８）

特 集 「「パパーーククゴゴルルフフ」」②

９ №７７９■ 広報あいずみ
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������������������������������偏偏見見・・差差別別ににつつななががるる誤誤っったた情情報報
私たちは、生まれたときから偏見や差別意識をもっているわけではありません。そ
の多くは、身近な人たち、TVや新聞等のマスメディア、書籍、インターネット等の
あふれんばかりの情報によって身につけてしまうものが多いのではないでしょうか。
誤った情報によるバイアスがかった行為（歪んで伝えること）を鵜呑みにして信じ
てしまうことは、固定観念（ステレオタイプ）や偏見・差別につながってしまいます。
今回は、「血液型性格分類」を例にとって考えてみたいと思います。

さて、みなさん！こんな会話をよく耳にしませんか？

「血液型なんて…コミュニケーションの道具だし、相手の性格を簡単に理解する方
法だから、そんなに目くじら立てて言わなくたって…」という声も聞こえてきそうで
すが…。でも、よく考えてください。なにか、おかしいと思いませんか？
血液型性格分類が信じられているのは、日本、韓国、中国、台湾等の東アジアの一
部の国だけで、他国ではほとんど一般化していません。これまで、日本でも血液型性
格分類の検証は行われてきましたが、性格との関連を裏付ける統計的データはなく、
疑似科学１）の１つに数えられており、現在、多くの医学・心理学者等もこの分類は
錯覚にすぎないという立場をとっています。
今、血液型性格分類の書籍がベストセラーになっていますが、一方ではこのことが、
偏見や差別につながる様々な問題を生む要因になっているとして問題視されています。

○特定の血液型のマイナス面が強調され、不快感を感じている人がいる。
○特定の血液型の人とは合わないと、はじめから色眼鏡で人を判断してしまう。
○相手ときちんと向き合うことなく、相性や性格をわかったつもりになってしまう。
○過去には、担当部署や就職試験に血液型を取り入れていた企業があり、一部の
血液型の人に不利益や就職差別が生じたことが問題になった。
○TV等で視聴率をとるために血液型性格分類が利用され、結果として社会的固
定観念をうえつけてきた。２）

本人の努力でどうしようもないことで、人を分け隔てして不利益を与えることを「差
別」といいます。私たちが、普段何気なく使っている血液型性格分類にも偏見や差別
につながる側面があることをきちんと理解しておく必要があります。
このことは、血液型性格分類だけではありません。あふれる様々な情報のなかで、
一つ一つの情報を鵜呑みにせず正しく判断し行動することが、まわりの人と自分の人
権を大切にすることにつながると思います。

藍住町派遣社会教育主事 和田 敏孝
１）現時点の知見において、科学の要件として広く認められている条件を十分に満たしていないもの。

２）最近では、放送倫理・番組向上機構（BPO）の勧告により、この種の番組は減少している。また、血液

型性格分類について否定的な内容も放送されるようになっている。

人権標語

藍住北小学校児童作品

走
り
出
せ

明
る
い
未
来
は

ぼ
く
ら
が
つ
く
る

６
年

横
井
千
沙
都

考
え
よ
う

言
っ
て
い
い
こ
と

悪
い
こ
と

６
年

元
木

太
朗

話
し
合
い

み
ん
な
の
意
見

伝
え
合
う

６
年

山
本

憲
都

ど
う
し
た
の

ま
ず
は
小
さ
な
一
歩
か
ら

６
年

松
�

夕
衣

楽
し
い
な

友
だ
ち
み
ん
な
が

ち
が
う
こ
と

６
年

本
田

彩
夏

Aさんは B型が陽気で出しゃば
りだという固定観念をもっていま
す。自分の仮説を確かめるための
質問の仕方のようですね。

血液型性格判断があたると、ますま
す「これは間違いない！」という確信
をもってしまいます。外れたときの
ことは忘れてしまうのですが…。

Aさん「Bさん、血液型教えて！」
Bさん「B型だけど…」
Aさん「じゃあ、Bさんって陽気な出しゃばりさんでしょ。」
Bさん「まあ、そんなところもあるかも。」

Cさん「私、何型と思う？」
Dさん「Cさんって、O型じゃない？」
Cさん「え～！何でわかったの？」
Dさん「Cさんは、八方美人だからね。」
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募募

集集

男男
性性
料料
理理
教教
室室

日

時

５
月
２５
日
（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

対

象

男
性

内

容

・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
調
理
実
習

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル

定

員

２０
名
（
申
し
込
み
順
）

参

加

費

３
０
０
円

申
込
期
間

５
月
１８
日
（
月
）
〜
２１
日
（
木
）

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

主

催

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

防防
犯犯
推推
進進
委委
員員
をを
募募
集集
しし
てて
いい
まま
すす

近
年
、
全
国
的
に
治
安
が
悪
化
し
て
お
り

そ
の
現
状
は
本
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
犯
罪
発
生
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。犯

罪
者
が
最
も
恐
れ
る
の
は
、
「
人
の
視

線
」
や
「
声
か
け
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
犯
罪
の
発
生
を
抑
止
す
る
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
本
町
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

防
犯
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
藍
住
町
防

犯
推
進
委
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
町
民

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
防
犯
推
進
委

員
は
、
町
長
と
板
野
警

察
署
長
の
連
名
で
委
嘱

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
委
嘱
に
あ
た
っ

て
は
簡
易
な
審
査
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

パパ
ソソ
ココ
ンン
教教
室室

申
込
期
間
：
５
月
１６
日
（
土
）
〜
２２
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
講
期
間
：
６
月
〜
７
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
各
８
回
予
定
）

受
講
資
格
：
町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
で

２０
歳
以
上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

☆
各
講
座
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め
て

の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。
当
選

者
の
方
に
は
５
月
３０
日
（
土
）
ま
で
に
書
面

で
通
知
し
ま
す
。

☆
応
募
者
が
少
な
い
講
座
は
、
開
講
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
各
講
座
は
、
材
料
費
等
（
テ
キ
ス
ト
代
）

が
別
途
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

☆
受
講
日
・
受
講
時
間
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
�
６
３
７
・
３
１
３
０
）
火
曜
日
休
館

教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）
火

曜
日
の
み

勤勤
労労
青青
少少
年年
ホホ
ーー
ムム

講講
座座
受受
講講
生生
募募
集集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
各
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
�
６
９
２
・
３
６
２
０
）

（
平
日
午
後
５
時
〜
１０
時
ま
で
）

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板

場 所

町民情報
プラザ

町民情報
プラザ

町民情報
プラザ

町民情報
プラザ

用意する物

筆記用具
テキスト

筆記用具
テキスト

筆記用具
テキスト

筆記用具
テキスト

受講料

５，０００円

５，０００円

５，０００円

５，０００円

定員

１０人

１０人

１０人

１０人

時 間

午後１時３０分
～３時

午後７時３０分
～９時

午後１時３０分
～３時

午後７時３０分
～９時

曜日

毎週
水曜日

毎週
水曜日

毎週
金曜日

毎週
金曜日

講 座 名

基礎講座
（昼）

基礎講座
（夜）

ワード・エクセル
講座（昼）

ワード・エクセル
講座（夜）

《 募 集 講 座 》

定員

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

時 間

１９：３０～２１：００

２０：００～２１：３０

１９：００～２１：３０

１９：３０～２１：３０

２０：００～２１：００

曜 日

毎週月曜日

毎週火曜日

毎週木曜日

毎週金曜日

毎週金曜日

講座名

書 道

着 付

茶 道

絵 画

華 道
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「
四
国
三
郎
橋
を
渡
る
」

大
麻
山
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ニ
ア
体
力
ア
ッ
プ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

残残
そそ
うう
町町
のの
伝伝
承承

町
に
は
、
多
く
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
「
弁
慶
の
逆
藤
」
を
紹
介
し

ま
す
。

屋
島
の
平
家
を
討
つ
た
め
に
源
義
経
が
阿

波
に
来
た
時
に
は
、
吉
野
川
が
住
吉
神
社
の

南
を
流
れ
て
い
た
の
で
、
新
居
の
角
瀬
か
ら

船
で
渡
っ
て
き
て
千
鳥
ヶ
浜
に
上
陸
し
た
。

あ
る
い
は
、
馬
で
渡
っ
て
き
た
が
、
流
れ
が

深
い
の
で
た
め
ら
っ
て
い
る
と
、
白
鷺
が
案

内
し
て
渡
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
川

の
流
れ
を
せ
き
止
め
て
渡
っ
た
の
で
、
そ
の

場
所
を
堰
松
下
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
弁
慶
は

皆
に
お
く
れ
て
馬
で
住
吉
の
福
成
寺
に
着
い

た
の
で
、
先
を
急
い
で
出
発
す
る
と
き
に
勢

見
山
か
ら
杖
に
し
て
き
た
藤
の
木
を
境
内
に

逆
さ
ま
に
突
き
立
て
て
い
っ
た
。
そ
の
木
か

ら
芽
が
出
て
大
き
く
な
っ
た
。
（
そ
の
木
は

大
正
末
年
ご
ろ
迄
あ
っ
た
が
枯
れ
、
そ
の
脇

芽
を
植
え
た
も
の
が
今
も
庭
に
あ
る
。）土
地

の
名
を
逆
藤
と
呼
ん
で
い
る
。

（『
藍
住
町
史
』
か
ら
）

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ
て

い
る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

藍藍
住住
みみ
んん
なな
でで
歩歩
ここ
うう
かか
いい（（
会会
））

＊
約
１０
㎞
の
コ
ー
ス

日

時

５
月
２４
日
（
日
）

午
前
９
時
４５
分
〜
正
午

１０
時
出
発

午
前
９
時
４５
分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

し
ま
す
。

集
合
場
所

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参

加

費

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

大大
麻麻
山山
登登
山山
教教
室室
をを
開開
催催
しし
まま
すす

山
頂
で
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
ま
し

ょ
う
。

日

時

５
月
３１
日
（
日
）

午
前
１０
時
集
合

集
合
場
所

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参

加

費

５
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

＊
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

９
時
３０
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

スス
カカ
ッッ
とと
ささ
わわ
やや
かか

ボボ
ウウ
リリ
ンン
ググ
大大
会会

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象

に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
す
。

梅
雨
の
ジ
メ
ジ
メ
も
は
じ
き
飛
ぶ
か
も
？

日

時

６
月
６
日
（
土
）
１０
時
集
合

集
合
場
所

ぽ
っ
ぷ
ジ
ョ
イ
石
井

（
�
６
７
４
・
４
４
５
５
）

＊
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

体体
力力
をを
つつ
けけ
てて
剣剣
山山
にに
登登
ろろ
うう

中
高
年
の
方
を
対
象
に
し
た
、
体
力
向
上

の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。
継
続
し
た
運
動

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
機
能
全
般
の
回

復
や
維
持
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
期
間

６
月
６
日
（
土
）
〜

１１
月
１
日
（
日
）（
全
２０
回
）

参
加
資
格

４０
歳
以
上
の
住
民

募
集
人
数

各
回
４０
人
程
度

費

用

会
員
は
無
料

会
員
以
外
の
方
は
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

（
保
険
料
等
）

申
込
締
切
日

会
員
は
５
月
３０
日
（
土
）

会
員
以
外
は
毎
回
当
日
受
付

注
意
事
項

剣
山
登
山
参
加
は
、
１０
回
以
上

受
講
さ
れ
た
方
に
な
り
ま
す
。

申
・
問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

事
業
日
程
及
び
内
容

＊

日
時
・
場
所
・
内
容
等
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回
数

月

日

活
動
内
容

１

６
月
６
日（
土
）
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
講
演

２

６
月
１４
日（
日
）
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習

３

６
月
２０
日（
土
）
ス
テ
ッ
プ
ウ
エ
ル

４

６
月
２８
日（
日
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

５

７
月
４
日（
土
）
リ
ズ
ム
体
操

６

７
月
１２
日（
日
）
登
山
座
学

７

７
月
１９
日（
日
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

８

７
月
２６
日（
日
）
大
麻
山
登
山

９

８
月
１
日（
土
）
ス
テ
ッ
プ
ウ
エ
ル

１０

８
月
２３
日（
日
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１１

８
月
３０
日（
日
）
大
麻
山
登
山

１２

９
月
５
日（
土
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

１３

９
月
１２
日（
土
）
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

１４

９
月
２０
日（
日
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１５

９
月
２７
日（
日
）
大
麻
山
登
山

１６

１０
月
３
日（
土
）
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

１７

１０
月
１１
日（
日
）
大
麻
山
登
山
と
座
学

１８

１０
月
１８
日（
日
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１９

１０
月
２５
日（
日
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

２０

１１
月
１
日（
日
）
剣
山
登
山

２１

１１
月
８
日（
日
）
剣
山
登
山
予
備
日
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スス
トト
レレ
ッッ
チチ
体体
操操
＆＆

ニニ
ュュ
ーー
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

�
の
び
の
び
〜
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
�

日

時

５
月
２５
日
（
月
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

囲
碁
ボ
ー
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

参
加
費

無
料

（
申
込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主

催

体
育
指
導
委
員
会

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

ちち
びび
っっ
子子
漫漫
画画
ココ
ンン
テテ
スス
トト

作作
品品
募募
集集

藍
の
館
が
小
学
生
中
学
生
の
漫
画
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

作
品
は
風
景
画
・
似
顔
絵
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

作
品
は
Ａ
３
・
Ｂ
４
又
は
Ａ
４
の
用
紙
を
使

用
し
画
材
や
画
法
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

応
募
締
切
り
は
５
月
３０
日
（
土
）
ま
で
。

全
作
品
は
藍
の
館
で
６
月
１
日
（
月
）
〜
６

月
２９
日
（
月
）
ま
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
中
に
入
館
者
投
票
で
入
賞
者
作

品
を
選
び
６
月
２９
日
に
最
優
秀
・
優
秀
１
点

ず
つ
の
他

準
優
秀
５
点
を
発
表
。

そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
・
五
千
円
・
二
千
円
・

相
当
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

問
藍
の
館

漫
画
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
係

（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

相相

談談

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」（
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

高高
齢齢
者者
のの
相相
談談
窓窓
口口

○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

○
近
所
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）（
�
６
３
７
・
３
１
７
５
）

催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

第第
１１３３
回回
ああ
いい
ずず
みみ

子子
どど
もも
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

（
テ
ー
マ

あ
し
た
天
気
に
な
ぁ
〜
れ
）

日

時

５
月
３１
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場

所

み
ど
り
の
広
場
と
管
理
棟

（
雨
天
時：

女
性
セ
ン
タ
ー
）

内

容

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
風
船
）

★
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

☆
体
験
コ
ー
ナ
ー

☆
遊
び
コ
ー
ナ
ー

☆
製
作
コ
ー
ナ
ー

☆
木
か
げ
で
お
話

☆
展
示
コ
ー
ナ
ー

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
手
作
り
品
と
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
み
出

店
）
募
集
中

出
店
料

１
ブ
ー
ス

（
駐
車
場
車
１
台
分
）
５
０
０
円

当
日
午
前
９
時
受
付

出
店
料
納
入
後
、場
所
は
く
じ
で
決
め
る（
雨

天
時
中
止
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

徳徳
島島
教教
育育
航航
空空
群群

音音
楽楽
祭祭
及及
びび

徳徳
島島
航航
空空
基基
地地

一一
般般
公公
開開
のの
おお
知知
らら
せせ

音
楽
祭

日

時

６
月
１９
日
（
金
）

午
後
５
時
３０
分

開
場

午
後
６
時
３０
分

開
演

場

所

鳴
門
市
文
化
セ
ン
タ
ー

＊
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。

基
地
一
般
公
開

日

時

６
月
２１
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

内

容

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行
、
風
船
等
工
作
教
室
、

広
報
館
・
記
念
館
公
開

※
音
楽
祭
の
入
場
整
理
券
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
役
場
受
付
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

問
海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群

広
報

室
（
�
６
９
９
・
５
１
１
１
）

１３ №７７９■ 広報あいずみ
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全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
で
講
演

さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
に
大
き

な
感
動
と
反
響
を
呼
ん
だ
、
福
岡
県
で
産
婦

人
科
を
開
業
さ
れ
て
い
る
助
産
師
の
内
田
さ

ん
が
、
本
町
で
３
回
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。６６

月月
１１１１
日日
（（
木木
））

●
藍
住
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
・
講

演
会

時

間

午
後
７
時
〜
９
時

（
講
演
会
は
７
時
３０
分
）

場

所

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

演

題

「
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
ず
っ
と
続
く
た
め
に
」

６６
月月
１１１１
日日
（（
木木
））

●
藍
住
中
学
校
区

青
少
年
健
全
育
成
・
人

権
教
育
講
演
会

時

間

午
後
２
時
〜
３
時
１５
分

場

所

町
民
体
育
館（
藍
住
中
学
校
東
側
）

演

題

「
人
は
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
価
値

が
あ
る
」

６６
月月
１１２２
日日
（（
金金
））

●
藍
住
東
中
学
校
区

青
少
年
健
全
育
成
・

人
権
教
育
講
演
会

時

間

午
前
１０
時
４５
分
〜
正
午

場

所

東
中
学
校
体
育
館

演

題

「
人
は
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
価
値

が
あ
る
」

映
像
と
音
楽
が
心
に
響
き
、
涙
、
涙
の
講

演
会
で
す
。
（
皆
さ
ん
、
ハ
ン
カ
チ
は
お
忘

れ
な
く
）

特
に
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

ぜ
ひ
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
講
演
会
で
す
。

※
昼
間
の
各
中
学
校
区
で
の
講
演
会
に
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

内
田
美
智
子
さ
ん
人
権
教
育
講
演
会

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜『『『『『『『『『『『『『『
性性性性性性性性性性性性性性
』』』』』』』』』』』』』』とととととととととととととと『『『『『『『『『『『『『『
生生生生生生生生生生生生生生
』』』』』』』』』』』』』』とととととととととととととと『『『『『『『『『『『『『『
食食食食食食食食食食食食食食
』』』』』』』』』』』』』』かかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららら
命命命命命命命命命命命命命命
とととととととととととととと
子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててて
をををををををををををををを
考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるる
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

○ホームゲームご案内

５月２０日（水）１９：００～ VS 湘南ベルマーレ

５月２８日（木）１９：００～ VS セレッソ大阪

６月７日（日）１８：３０～ VS 栃木 SC

○試合会場 ポカリスエットスタジアム

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

・
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

５
月
２７
日
（
水
）、６
月
１０
日
（
水
）

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

★
井
隈
読
書
会

６
月
４
日
（
木
）
午
前
１０
時
か
ら

〈
６
月
の
課
題
図
書
〉

「
女
は
下
着
で
つ
く
ら
れ
る
」鴨

居

羊
子

おお

知知

らら

せせ

★
廃
棄
雑
誌
の
提
供

図
書
館
で
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
、

無
料
で
希
望
者
に
提
供
し
ま
す
。

期

間

５
月
１６
日
（
土
）
〜
３１
日
（
日
）

場

所

図
書
館

◎
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日
・
５
月
２１
日
（
木
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

○
水
墨
画
・
油
絵
の
模
写

期

間

５
月
３０
日
（
土
）
ま
で

出
展
作
品

５０
点
展
示

主

催

光
琳
水
墨
画
徳
島
支
部

後

援

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
・
町
観
光
物

産
協
会

○
邦
楽
琴
演
奏
体
験

日

時

５
月
１７
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

演
奏
者
指
導

別
所
都
梢
先
生

○
民
謡
と
三
味
線
合
奏
会

日

時

５
月
２４
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

演
奏
者
指
導
者

梅
若
啄
志
穂
先
生

○
琵
琶
演
奏
と
体
験
学
習

日

時

６
月
７
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

演
奏
指
導
者

小
林
和
子
先
生

○
ぞ
め
き
・
藍
こ
な
し
三
味
線
唄

日

時

６
月
８
日
（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

演
奏
者

阿
波
渦
の
会

○
尺
八
演
奏
・
徳
島
如
道
会
古
典
本
曲

日

時

６
月
１４
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

問
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

広報あいずみ■ №７７９１４
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
あいずみ俳壇 地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ

ェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。山田 民恵 選

岸
の
鴨

数
倍
に
増
え

旅
支
度

平
野

栄
子

水
底
に

日
輪
座
る

春
の
水

湯
浅
佐
代
子

自
販
機
に

礼
を
言
わ
る
る

春
立
つ
日

吉
田

善
子

春
疾
風

絵
馬
の
打
ち
合
う

音
激
し

�
塚

富
子

梅
開
く

母
を
つ
れ
出
す

車
椅
子

安
芸

澄
衣

初
鶯

上
着
一
枚

脱
ぎ
す
て
て

�
岡
ア
イ
子

春
浅
し

大
布
織
る
里
の

わ
ら
べ
唄

伊
藤
た
つ
お

つ
ぎ
つ
ぎ
と

リ
ハ
ビ
リ
こ
な
す

春
浅
し

生
越

茜

藍
色
の

大
河
の
土
手
に

土
筆
摘
む

久
次
米
民
子

跳
ね
上
げ
し

鋤
に
重
た
き

春
の
泥

中
村

芳
翠

加

章

波
打
っ
て

碗
頭
豆
の

花
盛
り

山
田

民
恵

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）

を行っています。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）保健センター（�６９２・８６５８）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

冨士山 代 ８９歳 徳命字元村
山田サカヱ １０２歳 徳命字名田
小西 春男 ８３歳 勝瑞字西勝地
佃 信廣 ６２歳 笠木字東野
北谷ユキヱ ８０歳 徳命字前須西
久次米奠雄 ７３歳 奥野字西中須
小原 陸一 ８３歳 東中富字龍池傍示
兒島 重暾 ７２歳 勝瑞字幸島
松浦 峰子 ７５歳 奥野字前川
板東 利行 ７７歳 東中富字北傍示
大盛 菊恵 ８４歳 徳命字前須西
楠 利幸 ６１歳 徳命字前須東

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）

柳澤 佑佳 （ゆ か） 女 裕 也 ・ 幸 子 奥野字乾
桑村 一路 （いちろ） 男 敏 弘 ・ 真智子 勝瑞字成長
谷本 聖輝 （こうき） 男 哲 哉 ・ 麻 由 東中富字直道傍示
本田 義智 （よしとも） 男 隆 史 ・ ひろみ 富吉字豊吉
安宅 脩真 （はるま） 男 直 也 ・ 和 江 矢上字春日
三谷 勇斗 （はやと） 男 達 也 ・ 美 穂 東中富字権現傍示
寺澤 蓮音 （れおん） 男 大 毅 ・ 康 衣 乙瀬字出来地
�田 理妙 （り さ） 女 典 弘 ・ 千 景 勝瑞字西勝地
渡邉 楓乃 （か の） 女 泰 浩 ・ 育 子 奥野字矢上
岡山 昊明 （こうめい） 男 将 ・ 麻 実 富吉字穂実
井上 貴道 （たかみち） 男 正 雄 ・ 優 子 勝瑞字西地
阿部 奨 （しょう） 男 敬 ・ 幾 子 富吉字豊吉
宮本 若菜 （わかな） 女 雅 司 ・ 晶 子 東中富字直道傍示
清水 裕斗 （ひろと） 男 栄 作 ・ 久美香 勝瑞字正喜地
山� 悠以 （ゆ い） 女 智 也 ・ 佳 美 乙瀬字青木
田原 潤 （じゅん） 男 大 資 ・ 翔 子 勝瑞字正喜地
奥田 陽菜 （ひ な） 女 ・ 芳 恵 矢上字北分
矢野 那菜 （な な） 女 聖 ・ 優 子 奥野字矢上前
楠 琴葉 （ことは） 女 智 博 ・ 麻 紀 奥野字西中須
川口 結羽 （ゆ う） 女 巧 ・ ひとみ 奥野字原
内海 翔 （かける） 男 勉 ・ 倫 子 勝瑞字成長
齋藤菫空璃 （すあり） 女 勉 ・ 美 希 住吉字神蔵
大西 里奈 （り な） 女 輝 明 ・ 貴 子 笠木字東野
後藤 杏美 （あ み） 女 竜 彦 ・ 月 江 奥野字猪熊
藤井 凛乃 （り の） 女 篤 史 ・ 由 理 奥野字猪熊
乾 航希 （こうき） 男 隆 広 ・ 紀 子 東中富字鑓場傍示
西川華依羅 （かいら） 女 優 真 ・ 亜 子 勝瑞字東勝地
石田 匠輝 （しょうき） 男 誠 ・ 智 美 矢上字北分

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生児童委員協議会

板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
室内ゲーム
健康チェック
室内ゲーム
健康チェック
健康体操
健康チェック
カラオケ
健康チェック
囲碁ボール
健康チェック
室内ゲーム
健康チェック
健康体操
健康チェック
交通安全教室
健康チェック
健康教室・室内ゲーム

場 所

東中富老人憩の家

住吉老人憩の家

江ノ口老人ルーム

徳命老人憩の家

乙瀬老人ルーム

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

富吉老人憩の家

時 間

午後１時３０分～午後３時

午前９時３０分～午前１１時

午前９時３０分～午前１１時

午後１時３０分～午後４時

午前９時３０分～午前１１時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

曜日

金

月

水

水

月

月

月

火

水

開催日

５月１５日

５月１８日

５月２０日

５月２０日

５月２５日

５月２５日

６月１日

６月２日

６月３日

★

★

44月月
★

★

★

１５ №７７９■ 広報あいずみ



西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科
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新新
しし
いい
体体
育育
指指
導導
委委
員員
をを

紹紹
介介
しし
まま
すす
。。

４
月
９
日
に
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
新
し
く

次
の
方
々
が
、
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で

で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

特別職国家公務員（自衛官）受付案内

問 資料請求 鳴門地域事務所（�６８５・５３０６）

増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

禁煙指導・特定健診承ります
TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科・
ペインクリニック内科

マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

６月５日（金）学会のため休診させていただきます。
予約専用電話 088‐683‐3381（ミミハイチバン）

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報ああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

広報あいずみの広告主を募集しています。詳細につ

いては、HPをご覧になるか、下記までお問い合わせ

ください。

「広報あいずみ広告主」

広告枠 １枠 ６０㎜×９０㎜

広告料 １回１枠 １８，０００円

申・問 企画政策課（�６３７・３１２４）

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診察時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

試 験 会 場

松茂町の自衛隊基地

試 験 期 日

７月３日

受付時にお知らせし
ます。

受 付 期 間

５月７日～５月２２日

年間を通じて行って
います。

下記事務所までお問
い合わせ下さい。

応 募 資 格

２０歳以上で国家資格取得者等

又は２０歳以上で工科系大学・

短大・高専卒（見込含）の者

１８歳以上２７歳未満

募 集 種 目

技術海曹・空曹
（男女）

男子

女子
任期制自衛官

氏

名

住

所

北

島

孝

住

吉

谷

野

桂
一
郎

矢

上

鍋

島

龍

夫

勝

瑞

今

村

恵

子

奥

野

井

上

武

乙

瀬

野

上

康

子

東
中
富

野

田

誠

奥

野

筒

井

由
美
子

奥

野

國

永

さ

き

住

吉

白

川

純

司

住

吉

住

田

瑞

子

住

吉

竹

内

進

勝

瑞

星

元

郁

美

矢

上

宮

井

美

和

徳

命

坂

本

英

二

奥

野

楠

本

忍

矢

上

谷

崎

光

重

乙

瀬

大

西

寛

彦

奥

野

長
谷
部

裕

之

東
中
富

坂

東

秀

宣

奥

野

阿

部

光

宏

徳

命

香

川

和

也

勝

瑞

野

上

真

弓

奥

野

三

浦

み
ど
り

徳

命

山

崎

直

輝

矢

上

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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